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１．目 的

パイプハウスの開口部を寒冷紗等のネットで被覆する方法は、ハウス内への害虫の侵入

を物理的に遮断する方法として有効であるが、自然換気量が低下するため、夏季ではハウ

ス内の温度が上昇する問題が指摘されている。そこで、簡易かつ低コストな昇温抑制手法

として、農業用被覆資材を展張したパイプハウス屋根面に灌水設備を用いて散水し、気化

熱を利用してハウス内を冷却する屋根散水技術の実用化を図る。

２．方 法

側面開口部に0.4mm目合の寒冷紗を展張した、間口4.5ｍ、奥行き10.0ｍ、高さ2.4ｍの

小型のパイプハウス３棟を用いて試験を行った。ハウス屋根面の外側に展張する被覆資材

には、透光率が高くハウス内の光環境にあまり影響を与えない資材として、長繊維不織布

（商品名:カケール 、割繊維不織布（商品名:タフベル4000N 、透明寒冷紗（商品名:ク） ）

レモナF1200）を供試した。また、散水設備には、樹脂製スプリンクラー（商品名:エルゴ

400G 、灌水チューブ（商品名:エバフローＳ型）を供試し、ハウス内の気温等の比較検討）

により屋根散水に適した被覆資材および散水方法について調査した。また、屋根散水に使

用する水量の節減を目的に、散水した水のうち、屋根面に展張した被覆資材に保水されな

い余剰水を回収し、再利用する方法について検討した。さらに、屋根散水がハウス内での

作物栽培に及ぼす影響を明らかにするため、コマツナおよび水ナスの試験栽培を行った。

３．結果および考察

１）晴天日の午前10時から午後２時の高さ1.5ｍの平均気温は割繊維不織布、透明寒冷紗

に比べ、長繊維不織布を展張したハウスが低くなった。長繊維不織布は、屋根散水によ

る昇温抑制効果が高く、かつ比較的安価であることから、屋根散水に適した被覆資材で

あることが明らかとなった。

２)スプリンクラーと灌水チューブを用いた２種類の散水方法について比較した結果、ハ

ウス内の気温に差が見られず、屋根面全体に散水することができ、散水量が同程度であ

れば散水方法は昇温抑制効果に影響しないことが明らかとなった。

３)ハウスの肩部分にハウス用直管を設置し、そこへ屋根フィルムの余剰部分を固定する

ことで簡易な雨樋を作製し、第１図に示すように散水した水を貯水タンクに回収し再利

用する方法を開発した。８時30分から15時30分まで15分間隔で散水したところ、散水し

た水を再利用せず掛け流しするハウスでは１回当たりおよそ16Ｌ、１日およそ470Ｌの

水を散水したが、用水を再利用するハウスでは、被覆資材が保水しきれなかった余剰水

を再利用し、さらに雨水も利用できたことから貯水タンクへの給水量は１日当たり104.

1～127.3Ｌとなり、使用した水量は掛け流しするハウスの３割以下となった。

４)屋根散水による夏季のビニルハウス内の昇

温抑制効果として、コマツナ栽培では高温

による生育抑制が軽減された。また、水ナ

ス栽培では、屋根散水を行わない場合に比

べ、同等以上の収量が得られ、さらにつや

無し果の発生数が半数以下に減少したこと

から、屋根散水技術の有効性が明らかとな

った。
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第 １ 図 屋 根 散 水 設 備 の 設 置 状 況






